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要約

現lt，フランスでは大規模な教育制度の改革が進行中である.本稿では，フランスの初等・中等教育市1]度

とその教育改革動向を紹介するとともに，これらを背景とする数学教育の動向と後期中等教育の最新プログ

ラムを紹介する.

キーワード.フランス 教育改革 教育制度 プログラム

1.はじめに

日本では 2002年度より導入される新学習指導

要領が数学科のみならず他教科においても様々な

議論を引き起こしている.その多くが学力低下を

懸念したものである.このような教育改革に対す

る気運の高まりは日本だけではなく，フランスに

おいても見られる.

フランスでは 1998年に教員増員，設備充実，

クラスの少人数化，カリキュラムの軽減を求めて

全国的な 50万人による高校生デモが起き，教職

~i労組も参加した.また教員組合も教員増員を求

め， 2000年に大規模な全国ストをおこなった.

これらは，教育界のスリム化とエリート教育を推

進しようとしたアレーグル前教育相を辞任に追い

込み，政府に今後 5年間に 18万5千人の教員増

員，教育予算の拡充を約束させたのである.そし

て現在，中学校・高等学校教育改革が進行中であ

り，今年皮 (2001年9月)から様々な新制度が

導入された.

しかし，フランスにおける教育改革は，改革の

汗景や教育制度自体が異なるため，日本のものと

は本質が異なる.例えば，話題になるのは，子ど

もの学h低下よりもむしろ学力の底上げで、ある.
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そして，その要因として，日本では考えられない

移民問題からくる生徒の民族的・知的不均一性が

i常に耳足り上r-yられる.

本稿では，フランスではどのような背景から，

いかなる中等教育改革がおこなわれ.数学がし、か

に扱われているか，教育制度とともに紹介す

る1，

2. フランス初等教育制度

フランスの初等・中等教育制度は日本と同様6

歳から 18歳までの 12年間である.義務教育は

6歳から 16歳までの 10年間で日本より 1年長

い.フランスの小学校(エコール)は， 6歳から

11歳までの 5年間であり，日本の小学校第 1学

年より第 5学年に相当する.以下では，小学校

のプログラムと教師の概要を述べる.教科書につ

いては，次章の中等教育制度を参照していただき

fこし、.

( 1 )プログラム

プログラムは，日本の学習指導要領に相当し，

日本同様，国家基準として定められ，約 10年ご

とに改訂される.現在の新プログラムは 1995年

に改訂された.今回は最初の 2学年を基礎学育

期，後期の 3学年を進化学習期と分け，ふたつ

のプログラムにまとめられている.例えば，基礎

学習期の数学プログラムは， 2年間の学習内容を
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列記している.これは.のちに紹介する中等教育

のプログラムと比べ，大変簡素なもので解説も少

ない. 1995/1996年度に第 1学年と第 3''?年

(つまり.それぞれの学習得jの第 1学年)， 

1996/1997年度に第 2学年と第 4学年へ段階

的に導入された.

(2 )小学校教師

小学校教師に関しては， 1991年に大きな改革

カfおこなわれた.それまで，孝文員になるためには.

パカロレア取得後，各県の師範学校で教育実習を

合む 2年間の専門教育を受ければ良かった.教

員になるのが簡単であったため，小学校教師のれ

会的ステイタスは低く，給料も低かった. しかし

1991年より，教員の質を高めるため，日本の小

学校教員採用試験に相当する，幼児・初等教育教

員適正証(カベ)をもうけ， しかもた学第 3"'t 

年修了が受験必要条件になった.また，教員の名

称が以前の小学校教師 (instituteur) から小学

校教授 (professeur) に改められ，中等教育機関

と同様になったことも，社会的ステイタスが己主持

されたことを示している.多くが大学第 3学年

修了後， 91年より師範学校や地域教育研修セン

ターが統合されてできた教員養成大学院 iIUFMJ

第1学年に所属し，受験する.

3. フランス中等教育制度

フランス IIJ等教育は，前期待1等教育 4年間と，

後期中等教育 3年間に分けられる. !ス卜では.

これらの教育制度と，それに関わる高等教育-教

師・プログラム・教科書・パカロレアの概要を述

べる.

( 1 )中学校(コレージ‘ュ)

中学校は 4年間の課程であり，日本の小学校

第6学年より中学校第 3学年までに相1する.

第 1学年を第 6級，第 2学年を第 5級，第 3"[:

年を第4級，第4学年を第3級と呼ぶ. 1975年

アピ一法以来ー単一中学校と呼ばれ，単線系教育

をおこなっている 2)

( 2 )高等学校(リセ)

フランスの高校は，日本の高校同様， 3年間の

課程であり，第 1学年を第 2級，第 2学年を第

1級，第3学年を最終級とutぶ.高校には，普通
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科のみでなく職業系もあるが，本稿では千年通科に

ついてのみ紹介する.

Ji瀬 (1999)が本会誌でヰ1・高等教育制度を

少し紹介しているように 義務教育段終学年であ

る第 2級ではコース分けはなく.第 1級より

つのコース(文学系，経済社会系， .f明科系)に分

かれる.

筆者が実際に感じた高校の雰同気は，日本に比

べ大学に近いということである.全学年を通して

必11事選択科目や，任意選択科r1.通常授業，ふた
つの能力別クラスに分けた強化指導があり i室伏

の幅が広いため.令午徒が[ロJI二時間に登校するわ

けでもなく. 1'1分のJ乏業にあわせそ子校し， 白分の

授業が終われ;工帰主する. また.大学のように休

講などもある¥

(3 )高等教育

少し自等教育にも触れておく.フランスでは，

基本的に大学は学問を学ぶ機関とされ，エリート

コースとされるグランゼコールは実践技能を身に

つける教育機関とされる.大学には， ['1本と異な

り，入学・卒業という概念は基本的にない 4; 毎

年大学に登録し，試験に合格すればその学年の資

格がもらえる.年単位のため大学-専攻を変更す

ることはしばしばあり，平子易である.

大学第 1，2学年 (DEUG) は， [I~ に比べ高

校に近い印象を受けた.ここでは勉強することを

余儀無くされ， 日本の高校F主の受験勉強並に勉強

することも珍しくなp5 例えは.日本では大学

生になれば家庭教師のアルバイトをすることが多

いが，フランスの大学第 1，2学年レベルでは逆

に家庭教師を雇うのが普通である.また，グラン

ゼコール受験のための準備クラス(大学第 1，2 

学年にほぼ相当)の多くが高校に付設しており教

師]が同じであることも，大学と高校のti{f長が低い

ことを示している.

(4 )教師

フランス中等教育機関で正式に教えるためには

中・高等教育教授資格(アグレカシオン)，もし

くは中等教育教員適 11二 ~jE (カベス)が必要にな

る.

アグレカシオン所持者は，高校 .lj1学・大学第

1， 2学年で教えることができる(主に高校で教
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える).資格であるため，高校教師離職後も資格

が残る.資格取得のためには，大学第 4学年修

fが必要であり，国家試験に合格しなければなら

ない.試験内容は大学第 4学年までが範囲とな

り，大変難しい.そのため，大学教師，研究者の

エリートコースとも言える.

カペス所持若は.中学・高校で教えることがで

きる(主にIj'学で教える).アグレガシオンが資

格であったのに ~J し，カベスは，日本の教員採肘

試験に近く，資格ではない.つまり度国家試

験に合格し教職についても，離職すればその効力

はなくなる.受験には大学第 3学年修 fが必要

条件であり，出題範聞も第 3学年までである.

多くは，小学校教師同様，教員養成大学院第 1

学年に所属 L，受験する.

これらの合格者は 1年間の研修期間ののち正

式に教員として採用される.研修期間は教員養成

大学院第 2学年に通い教育学や教科教育を学び

ながら，現場で週 4-6時間の授業を受け持つ.

ブラシスで教自Iliに求められることは，専門知識

をしっかり持ち，専門をしっかり教えることであ

る. lJ2ドのような生徒指導，クラブ活動などはほ

とんどなしパ.そのため 教師は自分の授業があ

るときにのみ学校に来るのが普通である.また，

アグレガシオンで大学第 1，2学年やグランゼコ

ール準備クラスを教えている教師も多く，高校教

自Iljと大学 1，2乍王手の教師との問のギャッブは小
ふF 】、 t
→-v 

(5 )プロクラム

'1'等教育プログラムは，小学校同様，国家基準

として定められ，約 10年ごとに改訂される. し

か I~. [1本のように中学校・高等学校といった単

牝でまとめて告ぶされるわけではなく，学年ごと

段階的に実施の約命令て前に告示され，中学校から

段階的に，停学年， 1， 2年の移行期間後，適用

される.今|叫の改訂では 1996/1997年度に中

学校第 6級(小学校第 6学年相当)に導入され，

，gl校第 2級には 2000/2001年度に導入され

た.今年度 2001/2002年度は第 1級に導入さ

オlる.

プログラムは，フランスの小学校のプログラム，

日本の学習指導要領と比べると大変詳しく解説さ
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れている.プログラム作成過程には，各教科の教

師協会による草案への意見や公聴会での意見な

ど，多くの教師の意見が反映されるようになって

いる.特に，今回の新プログラム作成にはインタ

ーネットで意見を聞く試みもなされた.ここで作

成過程を紹介することはできないので， rフラン
ス教育課程改革・資料集』を参照して頂きたい.

( 6)教科書

フランスでは教科書検定はおこなわれず，教師

の教科書使用義務もない. しかしー般に，教科書

には学習指導要領に規定する内容が盛り込まれ，

さらにより詳しい内容が加味されている.検定は

ないものの，プログラムに準拠しなければ，売れ

ない.また，パカロレアが検定代わりになってい

るとも言える.

数学教科書;の場合，教科書を出版している出版

社は多く，それらの多くが大学に付設している数

学教育研究所(lREM) に所属する中学・高校・

大学教師によって作られている.つまり，教科書

を使うものが作っているのである.

( 7 )パカ口レア

フランスの高校教育はパカロレアの影響を強く

受ける.バカロレアとは高校卒業資格試験である

と同時に大学登録資格試験でもある.ハカロレア

を取得すれば基本的にどこの大学にでも登録でき

る.ひとつの大学への応募人数が多い場合は，パ

カロレアの成績，出身地域によって大学が決めら

れる.また，パカロレアの強弱は理科系，経済社

会系，丈学系の!順になっている.例えば，理科系

パカロレアを取得していればいかなる学部へも登

録できるが，逆は認められないことが多い.その

結果，多くの生徒が理科系を選択することにな

る.

パカロレアの受験科目は，戸瀬 (1999) にも

あるように，最終級で履修した教科ほぼすべてで

ある.体育などもある.この点，大学入試と言う

よりは高校卒業試験であろう.

試験形式は，ほとんどが論述式であり，日本の

センター試験とは大きく異なる.また，本試験不

合格若(総合 20点満点中 10点未満)で 8点以

ヒであったものは，口頭試問でおこなわれる追試

験を受けることができる.もちろん，数学も追試
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験には口頭試問がおこなわれるか.

4. 中学校教育改革 9)

近年.中学校のあり方がしばしば議論されてい

る.その焦点となっているのは，子等と多様性で

ある.特に. ]975年アピー教育相によって始め

られた単 A中学校が問い直されている.つまり，

1975年以前，中学校は複線型カリキュラムであ

り，学校肉体が3種類に別れていた.それを平

等，すべての人間に基礎知識を与えるため，単線

系教育に変更し，すべての中学校を一律化したの

である. しかし，そのため学校内の生徒の学j]格

差が大きくなり，均一件ーがなくなり，校内暴力な

と多くの問題を起こしているとする.

生徒の司、.MJ-性という語がよく用いられるが，

これは，フランスで常に問題になるもので，民族

的・知的不均一性を指す.多くが移民問題から来

ており，フランス語の読み書きができない親を持

つ子どもが，フラシス語学習に困難性を覚え，か

っ移民ということから疎外感を感じ，ますます勉

強しなくなり，非行に走るパターンである.

このような背景から，今年 2001年4月ラング

現教育相は，中学校教育改革案を発表した.これ

は，単一中学校の構造を保ちつつ，教育面から改

持していくものである.

t文蕎策はJH本的に次のようなものである.
つ第6級では 2001年より実験的に教師が2教科

を教え，教育グループを小さくする.2002年

より第二外国請を導入する.

。中間期第 5級・第 4級では 30分の補修.:ilM 2 

時間の「予告見学習jをおこなう.

つ第 3級では 2003年より週 29時間のほ業のう

ち約 15%をこの「発見学習」に充てる.また

2004年より第 3級修了時に「基礎学習免状J
の新しい評価制度を導入 L，進路選択の指針に

する.

ここで[党見学宵jとは訳が思いが，生徒が白

らの好みと適正に気づき，進路選択の準備となる

よう，生徒の白圭性に基づいた教科横断的な授業

をおこなうことである.例えば， I自然と人間の

体J，I芸術と人間性J.I言葉と丈化1.I創作・職
業技術入門lが挙げられている.日本の総合学習
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に近い.

また，ラング教育相は教育改革:のなすべき条件

を三つ挙げ，中学校教育改革:を進める.第 4にr}l

学校において獲得すべき能力を定義すること，第

二に生徒を頻繁に評価すること，与~ ._に教育機関

にづ主のど1主性を与えることである.中学校教育

改革はまだ始まったばかりであり，今後の動fijJが

注目される.

5. 高等学校教育改革

アレーク、ル前教育相が進めていた高等学校教ff

改革は 2000年より現場に導入され始めた. 正な

新制度は，個別指導の導入. 1[<51人研究の与ノ、.う:

民・法律・社会教育の必須科日化.外[h["I'r ~z ii力

会話重視，外国人助子の導入.芸術科 11 を~- '.'Zて

の坐徒に選択可能にすること，新フ IJ'i -jム !)i 

報教育などである.それらの中カか、らイ本_， J， 

学学:に関わりのある. 1個図別指導. f伽例品削!人6州1ヲ冗こ. 与宇ii1z
73?を紹介する.新プログラムにはのち;二ザ 7 る

( 1 )個別指導

個別指導は 2000年より全同の高校法之ー(.-号

入された.個別指導とは，似た困難件それ〆パメ!

の少人数グループ(最高 8人まで .三穴キ士'ゴ

こなうものである.全員に対するわけご工、

大きな困難↑生を持つ生徒が優先される'"、二 d

て週 1時間をフランス誌に. 1時間を放γ。:七:

る，

個別j指導は，学j)の!長上げを I1的と二-:-qヘさ

れたもので，言ってみれば. []4立で頻号 τ二.-::)二士

われている縞宵授業のようなものである.叩'

ように，高校の場合，授業のみが教師の役引て'

り，補予i;/託業などは基本的におこな勺て二三三 ι

た.それを改善する策である.

(2 )個人研究

個人研究 (TPEiはー 200011'!なデ占科第

1級. 2001年度より最終級に 1丘ヘコ' ノー i正、た

の講義型授業では生徒の自主'l't・i長代!下;土主主え

ず，実践的知識を身につけるここよお二 L¥ そこ

で.個人研究は生徒の例入学何千札 ;~'I生を究I~}j ~ 

つつ，必要な指フ草を Ljえるここよノ，[徒か

nらの能力を発揮でき.フロアラムで:j(められふ
知識を教科横断的に深めることを日的とする.こ
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の活動はプログラム内平子に関わらなければならな

く，自らの専門教科から最低ふたつを選択しなけ

ればならない 10 そして，週最低2時間の活動

を学校内でおこなう.内科を簡単に紹介しよう.

まず，全l斗統 a リスト 11，によって大まかなテ

ーマがいくつか与えられ，生徒が選択する.第一

段階は，テーマによって 2-4人の少人数グル

ープ (1人でもよし汁を{乍り，インターネ y ト・

凶書館等を利則して資料収集，情報整理をおこな

い，テーマを具体的なものに限定する.次段階は，

b庁究テーマを具体的に実現する段階である.作業

は徐々にグループから個人でおこなわれ，この段

階ではほぼ個人作業である.そして，最終段階で

はlJ頭発表に備える.また，全体を通して凶書検

索，ワープロ，プレゼンテーションソフトなどコ

ンビュータの利用が求められる.

このように，例人研究はじっくりとひとつの計

画をたてることによって日立した，意欲のある学

資活動を，また，授業で得た様々な知識を統合し，

fl同IJFtJする機会を与えることをH指す.また段終

段階では，臼分の考え・論理・選択を発表し，正

、li化するといったコミュニケーション技術を身に

つけることも大きな日的としている.

個人uJf究は， H 本の大学における卒業研究がr~J

校でおこなわれるようなものである. ー骨支の;受業

で得た知識を総合し，深める点においては，日本

の総合学?':-lとも似ている.

(3 )情報教育

2000 年度より情報教育が高校第 2級に導入さ

れた.これは，近年の情報・コミュニケーション

技術の発展に対応でき，生徒間の情報能力の不均

イ生をなくすことを目的とする.実際，小学校.

中子学干支にも B2il~' カ{;;尊入されるカ人 コンビュー

タの知識は家庭での利用にも左右され，学校の施

設にも占むされる. したがって，この情報教育は

コンピュータの知己哉のないもの，B2iをJ寺ってい
ないもの対象とする. また，これはー般教科・個

人研究に必安となるコンピュータ知識を身につけ

るためでもある.年間 18時間の授業がおこなわ

れる

この情報教育の内谷は.B2iとはほ同様である.

身につける;桑{乍・主IH哉として， rコンピュータの
25 

基本操作J，IワープロJ，I表計算ソフトJ， r情報
検宗とコミュニケーション (e-mailやインター

ネット)J， Iコンピュータの設定」が挙げられて
いる.この他，情報の倫理的側面も扱われる.

6. 数学教育動向

本車では高等学校の数学教育動向を簡単に紹介

し，次章で新プログラムを紹介する.小学校・ 111

学校に関しては，rフランス教育課程改革・資料
集Jもしくは宮川 (2001) を参照して頂きたい.
( 1 )現在までの主要改革

まず.今日までにおこなわれた数学教育におけ

る主要な改革をプログラム・電卓・公式表に注目

して簡単に紹介する.

:1) プログラム
数学教育現代化の影響を受けた 70年代前半の

プログラムでは，公理化とともに大変厳密な数字-

が扱われ，大変難しいものとなっていた.その後，

現代化の反動として， 80年前後に反現代化のプ

ログラムが作成された. しかし，依然，純粋数学

色の濃いものであった.そして， 90年代前半の

前プログラムからは，道具としての数学や社会的

要求に応える数学などが取り入れられ，実験・観

察が重視され，指導法も大きく変わった.また，

取り扱い内容は徐々に削減されつつある.

a方で，現i宝，中等教育における数学のあり方，

つまり中等教育として求められる能力，教えるべ

き能力が問われている.このため，教育相の諮問

機関として科学アカデミーには数学教育検討委員

会 (CREM)がおかれ，数学・数学教育学・利

学の有識者を集めて検討を行っている.

Iε 電卓
フランスにおける電卓の授業への導入の歴史は

r1]く， 1980年代初頭にさかのぼる.その後.

1986年より授業だけでなく期末試験やパカロレ

アにも持ち込み可能となり.完全に市民権を得た

と言える.同みに，電卓の授業・試験への導入は

数学に|浪らず， 1也教科にも適用されている.

公式表

公式表とは，パカロレアの数学試験の際に配布

される，高校で学習するすべての公式が分野ごと

に羅列されているものである.これは，パカロレ
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アにおいて暗記重視の数学を避けるため 1995年

より導入された. しかし，これ以前にも，多くの

生徒が公式をあらかじめ電卓のメモリーに登録し

ていたため，電卓の性能による格左を是正する策

でもある.このことにより，現紅，高校最終級で

は授業にこの公式去を用L、ている.

(2 )学力調査

日本では学力低下が話題となっているので，フ

ランスの学:力調査に少し触れる.フランスでは全

同統ーの学力調査が，小学校第 3学年，中学校

第6級，高校第 2級で毎年学年始めにおこなわ

れている.これは，主にプログラム改訂のためと，

教師が生徒の個別指導や学習グループ編成などク

れる.ここでは.数学の新プログラムを紹介す

る.

( 1 )授業時数

まず.表 1に数学の週間托業時数をノ示してお

く.Sが理科系， ESが経済村会系， Lが丈学系

を示す.必修選択科目はいくつかの教科から必す

決められた数の教科を選択しなければならない.

対し，任意選択科目は選択i'l体が自由である.つ

まり，何も選択しなくてもよい.

六1 高生}'，/・1之各/'t{Iのt1u:;数

必(ま 必修jilH)( ff (j ;R r; 
r 一 一一

':f52級 3十 1(.-0.251 ' 
ラス運常のために参考にするもので，小学校第3 一一ート 一一 →ー

学年，中学第 6級では 1989年以降，高校第 2級 第 1級 S 1 4十 1 --1) 

では 1992年以降おこなわれている.数学の場合，

これらの調査では前年と同じ問題もいくつか用い

られ，比較結果も出している 131 しかし， ~見花

のところ，布「効な優位・劣位は認められていな

L、
また，数学に関しては，公教育数学教師協会

(APMEP) も頻繁に大規模な学力調査 (EVAPM

第 1Wz ES 2.fiト0.5

第 1級 L 1 + l'九(十 11 3 

抗争父級 S 4.5 + 1 (-0.51 2 

」 ー十 一一」ー

最終級ES 4 2 

十 一一 → 

最終級L 0 i --l' 1 3 - 1 

学力調査)をおこなっており，同じ問題を用いて 一 一← ーー よ

過去と現夜の比較研究もおこなっている 14' 例

えば， 1991年と 2000年の学年始めに 100校の

高校第 1級理科系において約 9000人の生徒を対

象に比較調査をおこなった.その結果，大きな差

はなく， 2000年の方が全体で 5%正答率が高か

った.

このように.現在のところ学力低下は認められ

ていない.実際.フランスでは学力低下よりも学

jJの底l-_げが常に話題になる.これは，グランゼ

コールに代表されるエリート教育が充実している

からかもしれない.例えば，大学第 1，2学年レ

ベルに相当するi筆{蒲クラスにおけるグランゼコー

ル入学のための猛烈!な受験勉強が， トj立層の学力

を保っているのかもしれない.

7. 高等学校新プログラム

現在改訂中の新プログラムは，段階的に

2000/2001年度に第 2級.2001/2002年度

に第 1級， 2002/2003年度に最終級に適用さ
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t記の数字は A週間の時間数である.通11"1 

時数 55分の授業をおこなっており，年間(よ :36

ieである.ここで後ろから足されている数了ょ

びとクラスを能jJ~1jに 2 クラスに分割した強ヒ

指皐と呼ばれる授業の時数である.括弧内のt'<:';-

は前プログラムと比べた時間数の増減である.i1;; 

えば，第 2級であれば，週 3時間の通常授業.

週 1時間の強化指導があり，前プログラムかよ

全体で 0.25 時間削減された.授業時教は全H~II'_'

に前プログラムより削減されものの.強化指容の

時数は増えた.

強化指導は，少人数クラスを実現するため今IIJI

の改訂で重視されたものである.実際，前プログ

ラムでは，通常授業・強化指導の他，演習がおこ

なわれていたが，新プログラムよりなくなり，強

化指導が増えた.

( 2 )目標

第 1級よりコース分けがおこなわれ，第 2級
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のみが共通数学である.そのため，日的・内谷は

各コースによって異なる.それぞれの目標は長く，

ここですべて紹介できない.要点を取り上げる.

1ま第2級

共通数学である第 2級の目標として最初にあ

げられているのは，第 1級より専攻を決定しな

ければならないため. 1-生徒が自らの進路を決定

できるように，数学的活動の多様性に気づく jこ

とである.特に，今回の改訂ではこの「多様性j

というえ葉が強調されている.その他. I数学概
念の便利さ jや「抽象化による簡易化jを経験す

べきことも目標に挙げられている.日本の学習指

導要領の「数学的な見方や考え方のよさjに対応

するのであろうか.

f之 理科系第 1級・最終級

県科系では. r現代数学の多様性Jを配慮する
こととされ，第 2級であげられた「数学的活動

の多様性Jから数マ'自体の「多様性Jに触れるこ
とを日標とする.プログラムではこれを闘で示し

ている.数学的活動の中心に「観察J.I抽象化J.
ド支験J. i証明Jがあり，そこから多様なj言動を

ぶす矢ドIJが周辺に付1び，現化おこなわれている多

様な数'芋に全っている.例えば. I、子函や空間を

珂解・把握するjことから「ベクトル計算， γ

I~î . I!l:線・曲面のんIf'E式，複素関数」が竺じる.

また，今同の改訂では. I数学の認識論と歴史l
か祈しく取り i二げ、られた.これは内容として扱う

のではなく，全体論として「数学が現在も発展し

続けている学問であり，多くの人々による根気の

いる行事と才能の結果であるという事実に気づく

べきであるjと，教師が適宜，歴史書などを用い

て数学の丈化的側面を扱うことを推奨している.

(]) 経済社会系第 1級・最終級

経済社会系て'(4:.理科系であげられた「数学の

多様性jには触れられず. I科学が我々を取り巻

くi吐界を理解でき.部分的に予見できるようにす

るひとつの子段であるjとし，数学が，情報をと

らえ，批判し，取り扱うための子段であることを

認識することを目標としている.理科系で挙げら

れた数学の丈化的側面には触れられていない.

④ 文学系第 1級

jヒ学系では，数学は必修の「数学・情報Jとい
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う形で第 1級のみ 2時間おこなわれる.

時間数が少ないこともあり. tcj 僚とその解説は

大変短い.現代社会において明白にIjjし、られてい

る数学に焦点を当て，得られた情報に対し，生徒

が積極的に自主的に対!忘できるようにすることを

目標とする.ここで「明白に用いられている喜文字:J 

は，表5で挙げられている取り扱い内容を示す.

② 情報学との関わり

情報学との関わりは，それぞれのコース目標で

触れられている.これは，今同の改計で強調され

た点である.実際，前回のプログラムは，電卓の

使用・習得を目標にあげ，コンピュータには少し

触れているのみであった. しかし，今[口lからはす

べての学年・コースで強調している.これは!十1

学校のプログラムにも対応している. rjl学校では

表計算ソフトの習得を統計の取り扱い内幸子に人

れ，作凶ソフトの使用を不可欠とし，コンビュー

タが多く使用される.

高校第 2級では，コンピュータによる実験が

観察・証明の相互作用を活発にさせるとし，中学

校li'lj様|幾何ソフトの使用は不可欠である|とし，

統計確率ではコンピュータ使用を前提として内科

が挙げられている.また.理科系，経済社会系で

はプログラムのー主主を宙，jv、て，数学と情報学の関

連を解説し，コシピュータをいかに数学へ導入す

べきか解説している.文学系では，科目名が「数

字jではなく. I数字:・情報jとなっていること

からもコンピュータ利用が重視されていることが

わかるであろう.

~j 標のまとめ

日標は各コースによって大変異なる.理科系が，

数学がいかなる学問であるかなど，数'芋そのもの

を理解することに努め，経済社会系が数学を道只

とし，文学系は現代社会における必要最小限の数

学を学習する.専門に必要とされる数学の観点か

ら大変現実的に線を引いてv'る.これはブラシス

のプログラムの大きな特徴である.また，このこ

とは次節で触れる「内容jにも顕著に現れてい

る.

また，コンピュータの導入に関 Lては，電E与を

早くから導入していたフランスだけあり，行動が

早い. しかも，単に新しいものを導入するのでは
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なく，それによって数学そのものが変わりかねな

いことを認識した仁で導入している.

( 3 )内容

最後に.高校の指導内容を簡単に紹介する.表

2， 3， 4， 5に第 2級，理系，経済社会系，文学

系の必修学百J内字予を列記した.これら以外にも，

各コース.必修・任意選択数学があるが，ここで

は割愛する.各コースの参考時間配分は，第 2

級「統計 1 (1/8)， r計算と関数J(3.5/8)， 
「幾何J(3.5/8)，理科系「確率統計J(20 %)， 
「解析I(45 %)， r幾何J(35 %)，経済社会系
!確率統計J(40 <)'oに「解析J(60 %)となって
いる.文学系の参考時間配分は挙げられていな

し、

表から，コースによって学習内容が大変異なる

ことがわかる.例えば， :E里科系以外では，幾何の

扱いは大変少ない.また，中学校のプログラムで

も顕著であったが，高等学校においても統計確率

が常にすべての学年・コースで扱われる.特に，

実社会で必要となるであろう経済社会系では取り

扱いの比重も大きい.

日本の学習内容と簡単に比較すれば，行列は扱

われないが.統計，微分方程式，連続性などフラ

ンスの学湾内符の方が多いようである.因みに，

今[司の新プログラムでは，授業時数が若干削減さ

れたため，内容は削減された.

8. おわりに

本稿では.フランスの初等・中等教育制度と現

在進行中の教育改革.数学教育の改革動向，新プ

ログラムを紹介した.全体的に巾等教育に偏って

しまったが，最後に，筆符が本稿作成の際に， Ij 

イムの教育制度を簡単に比較して感じたいくつかの

疑問・問題を提起して本稿を終わりたい.

1.中等教育と高等教育の連続↑生に関して， I1 

本の場合，ギャップが大きいのではないか7

2.教員採用試験(中学・高校)で求められる

数学能力は現在のもので十分か?

3. 学力低下が話題になっているが，根拠とな

っている学力調査はどの程度信頼性があるの

かつ

4.情報教育，数学におけるコンピュータ・定

卓，日本における扱いが少なくないかう

5. 日本において，経済社会系は丈系に属する

数学の扱いは現在のもので十分か7

6. 日本の学習指導要領は，実社会の要求，人

学の要求にどの程度応えているか?

蹄 j主

1) 本稿の情報の多くが公式報白書 (BOI 手 V

BOは，法令とは異なり，ドi民教育行かれ d

視察官，教育機関責任名向けにflJJl 先fj _、
る公式文書である.初等教育から高守敦子;王~

内存は豊富である.1998年iよ!容の BOや

女2 高校第 2級の学背内科
一 一}下 一一一 一一一一一一 一一一ーー「一一 一一一一一

! 統計 ! 計算と関数 1 幾何

一一一一一ーー一一 一一一一
I . '!'怖をもっ統計級数と発! 数の本質と表記 (N，Z， F， Q， Ri 16' I 雫間関形

(散する統計級殺のまとめ !;電市における数表記，玄数 i 匝線とT而の牧尻町系，前交
|・事象の少しの111\と度数から l ・数の JII~序ー絶対1~( 、1'-1雨凶形

似の問分布を定義する | 関数の量的分析;刷日関数，減少関数角形の伸l絹{以
l 疑似札数を用いた標本調作i最大 最小 1 ド桝際

第 2級
-基本的な関数Xト→XZ，X日 IIx，x日 cosx， 1 ・ベクトルと標本の揺れ

XHSln x l-直線のhWo¥:， .I[王線の交点(連古

1 .線形関数，アフィン関数 : 7C'次方程式)

| 関数と代数式;山式;方程式 不等式!
iの代数的解i:1;，図的解法 | 

ー ← 一一一___j

28 
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表3 理科系第 1級・最終級の学宵|勺'谷

削船! 「 ふfi- ! ムI
一下つ; 丁一

統，-;1 関数限 i 全問凶形の切断(六[(Ji1本.

分散とff:準偏差 : . tlt!数の手11・積・尚.{~成 !山泊j体)

ブ[])クl刈 i珂分{櫛併I 多項式関紋 . 'I'l自iにおける桜町作、 ζ

|む | 関数の変動の糾 |立|表記 |角i.t

l 仇|時介におけるli1H:'iHIIJ'. o;j;MiA; 以川負 | 空間におけるデカルト時
lの定え : 1数分 l標

制 iL~111 の期待 1~高 分散 lJ分係数の動的州アプローチ定義導関数， i 11規削除僚における:
第 1級|標準加1 1J鰍 i .'，'，(問の距離
! . 'Ji象の線中，その布!と共通 l 基本的関数 (x~x/l， XI---:O"¥X， X日 cosx， x→sin x) ベケトル ~\tM I常i昔!の代

i部分 |の微分;闘の札結尚・ x>->fiω +b) の微分 !クトルiil符 重点， 'li_I~1 I 
確本女数;その山IIJ，期待| 微分のil-j{jと変動の関係;漸近線 !の内積， 1).1 H'iの応用・べ 7

[ .小作'人とな試行のモデル化 ! .数列の一荷主化;i¥'llJU級数，減少級数，等法級数， I ・ギIfIJと令聞における、ド11

等比級数 i移動と相似変換

ー低限延散による怜阪の直観的学宵，級数の収束の 1・1え出 lの軌跡

;条件っきと 5~い"

定義;等比級数の以来

条件っき宇象の確率と;事|・関数のHI¥限，無限による悩限

級数と関数の体|浪
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の

一

ド

き

数

性

一

は

級

統

一

山
ト里一 . e'θ= cos e十 isin e 

~;jく方程式の C での解

| ・'ilfl別自の3と跨! ZI---;l>ZI， ZI，_____，.Z 十b，z' 

! 1数分

l t主線開の川 ;[1J刷数の微分
|指数関数のJ県人

-土j 千l~式 f'= kfのj)、相1

1・eの導入， μUUeI 

iH数・指数関数分析

.(1然ιm関数ぷり ln;i数分

. x~aX (α> 0)， I新近線 ;xト→，¥x

町二 k(z~ wI. Zl_ w ニ

e'θ (z --wlの[，，[(I(]解釈

?問における!人j績

空間におけるIt.]積

空間における[11一線と、ド1ft1 

良心

・|白争中泉の媒介金、放点小

。千百li. Illi車と、ドlHIのっと

ぷ(幾何(10 代数的考古~ ， -指数.k-t数|対数のIPJむ11比較

数列と帰納

-帰納的推論-i手謝級数，優級数，劣級数，イ]界級

数.隣援した級数

-増加1愛級数の以来

| 貝心千主ノ¥

1 ・ l自l 積として積分の j~主人，、F，gJ111(

1 ・1正負の関数へ績分 、Fj'J1tl(を説、張

;積 jJ' と 1~.z分

.IM、始関数;結合J、計算，うf訓積分

埋立!?iL12二三j
一-~一一一一一

29 
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表4 粍i計十会系第 1級・最終級学狩内科

資料の取り扱いと伴'宇 代数・解析

11分千 代放

. J亡のj車、7方千里式次ん科ょに 小?;一式

統，;1級数分析(ヒストグラム，ブロ fケ 級数

1 [::<1' 数手Ijc) 一般化，精力日 減少級数.守戸f 級数.う~;J ヒ級 f{. n Jf{の剥1

.、ドよ守備.分散， IJLI分f立範岡.標準偏7'f:関数 般

示テーブル，樹形I立!との関係 |つムu'x+ki，u+k， u十 u，k仏 lulの|立1M)!

第1級 I{lW'干 |・変動の意味，簡単な合成関数

: 1l限集合における確率法WJ，事象の硲3干 '1 1~Z分

iWk分係数の動的・[刈的アプローチ;定義草間数、J長線

関数の干11，f責， 1荷，x日 xn，X日 ¥xのi数分

微分の l正負と従動の関係

l 漸近す泉に関わる.J'a'る舞い

-毛f((，、「千r.斜めの漸;5:総
十 一

安数の統，;~級数 ;・連続行

.1!l，C}， ¥械|浪 J栄作，台!丸比較

. Iu小一号ミリ、による帝京形調整 ・!以kfi関数

1ユレーション ・1'1然対殺関数，指数関数;微うJ; i斬近線

条1' 1 っき事象の作，十とー事象の独、'í ・ d の定義;関数 x~aX ;憎加関数の比較

全確率の式 1 関数のfT成， fT成関数の微分

. s，リ!山試行のモデル化 1 ・ I~í僚による精分，再開数から結分の定義;、!と均値

離散確率の出11]

.f、数j去目1]による期待11色分散

・ベルヌーイの法則

去5 え:?系第 1 級'''l:~f守内干予

統計 増加する事官1] 1守ブン活動 17

一一一 十
flう〉ギ ・ぺ:~;;字書士ゲ1] :線形J告白日 '1 .1止f互による幾何I寸形ーブ[]ノク|立1

• ['LJ'Ii'1立範l刻 表計算ソフトの，iHilと 等比級数:.J'旨数l骨加l' ブ子クタル守)

第1級， .うj" 1~1. 標準偏 it 1・!立i的表現。ん符式・不等式， l-I骨)]11の(也の111] 、l'耐の敷きぷめのうp

| 交わった表:大f手数をも! 同線~間t五lJf;

つ火の分析，作成 ! 数え i一げ:凶λ 樹!日主l

ラムiJ:1 '1民教育省ホームページ (http://www.

education.gouv.frれよりダウンロードできる.

2J 進路指導期と呼ばれる第 3級では必修選択科u
(第 外|玉:l~[f もしくは技術)により ~n カリキ?

ラムが明!なる.

31 il¥1品にl'.jl_.ては厳しい学校が多い.

41 グランゼコールなどの専門学校は，修業年阪が

30 

析.1i成

3 >f等と決まっているためこの|出ーよない.

51 大学第 1学年は、i三分以 1'.7J'，;A験.-(各らることも
珍しくない.

61 フランスではクラ7"i，'j動(土教育機関の役割では

なく.地域の役割である また 'ti旨指 t専にlt;

J_ては，近年見直きれており，年間 10時IHJのド

ームルームit動がおこなわれている.



フランスにおける教育改革動向と数字?文育

7) jぐIl， 2 '/，1[の教師すべてがアクレカシオン刈

持者ではない.自汗究名としてん学教師になるも

のも多い.つまり，アゲレガシオンをもっては

し、なし、が， 同1:りーをもっている

8: 数学の場fT，試験問題に 15分程度取り組lみ，そ

の後その|問題に対する1J頭試H，9がおこなわれる.

9) 本車は 2001'1' 4 JJ 5 11什， 5 n 17 11 付ルモ
ンド紙を参考に Lた

10) 瑚系系コースでは，数't 物坪化学-司-dlTと地

fJの科学・ 1:/の4教科から 2教科選ばなけれ
ばならない.

111 全国統ーリストには，第 1級理科系コースの場

{~\ f予言民 成長J，Iノドj， rイメージ1，r自然と
テクノロシ による災寄J，r科学と食物J， I B.f 
問，リズム，期間]が挙げられている.

12i ここで B2iとは 2000年度から中学校に， 2002 

年度から小学校に導入される情報-インタ ネ

y ト免状 (brevetinformatique et internet， B2i) 

のことであゐ.

13) この近今の給米は，住IK教育相のホームベ / 

からへ子日l能である.

141 この問題-結果U:公教育数学教自111協会のホーム

ヘーシ Ihttp://www.apmep.asso.frゾ)，もしくは

銀行さから人子可能である.

15' この 2H.¥問は|数学jではなく， I数学・情報す|

ごある.日ijプログラムでは「数学」ではなく

l科学教育Jであった.
16: Fは分数の集台を去す.

171 寸宇一プンi舌動Jは，評価・成績の対象外とし

31 

ておこなわれる.

参考文献

I i瀬信之 (1999)， l:if数ができない11本人と数学の
[K[フランスJ[1本数学教育学会必，第 81を第
11 );" 25 -33 

プランス教育課程改革研究会 (2000'.rブラシス教
育謀紅改革・資料集~ (白川健:'[:~'子指導要領数

学翻訳iEL'i，pp.195-207， 314-324). 

;守川 健 (2001).r fJ仏'1'学校数学科街J車内手干のJt
較研究J.筑波数学教育研究.第 20~~. 57 

66. 

Minist色rede l'education nationale : 1999). Pro-

grαmmes des lycees. BO， Hors-serie， no.6， 12 
aout 1999， 29 -34 (数'子第 2級プログラム)

Minist色rede l'education nationale (2000). Pro-

gnαmmes des lycees. BO， Hors-serie， no.7， 31 
aout 2000， 167 -180 (湾科系・文γ:系数学第 1
級プログラム).

Minist色red巴 l'educationnationale (2000). Pro 

gr日mmesdes lycees. BO， Hors-s己rie，no.8， 31 
aout 2000， 5 -9 (粍{斉十|会系政'子'第 1級ブロケ

ラム).

Ministere de l'education nationale i 2001). Pro 

grαmmes des lyce四 BO，Hors-serie， no.4， 30 
aout 2001， 56 -71 (理科系-経済社会系数学最

終級プログラム)




